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下野新聞　平成28年11月22日掲載

　人の身
か ら だ

体は、およそ60兆
ちょうこ

個の「細
さいぼう

胞」からできています。細胞に
は、細胞を作るための情

じょうほう
報を持

も
った「遺

い で ん し
伝子」があり、この遺伝子の

働
はたら

きによって新しい細胞が作られます。
　 し か し 、 た ば こ 、 お 酒

さけ
の 飲

の
み 過

す
ぎ 、 バ ラ ン ス の 悪

わる
い 食

しょくじ
事 、

運
う ん ど う ぶ そ く

動不足、細
さいきん

菌・ウイルスなどの影
えいきょう

響を受
う

けて「突
と つ ぜ ん へ ん い

然変異」という
変
へ ん か

化が起
お

こり、がんの遺伝子が作られると、正
せいじょう

常な細胞が「がん細
胞」となり、やがて多くの悪

あくせい
性のがん細胞が作られていきます。

　放
ほう

っておくと、がん細胞は、身体の中で増
ふ

え続
つづ

けて、いろいろな
臓
ぞ う き

器に広がり、人が死
し

ぬ原
げんいん

因となります。
　健

けんこう
康であれば、がん細胞が作られても、細菌・ウイルスと戦

たたか
うよう

に免
めんえき

疫が働いて、がん細胞が増えるのを抑
おさ

えます。しかし、良
よ

いとき
に発

はっけん
見して治

ちりょう
療をしないと、がん細胞を身体からなくすことが難

むずか
しく

なります。
　また、免疫は年を取

と
ることなどで低

て い か
下しますから、高

こうれいしゃ
齢者になるほ

どがんにかかりやすい一方で、10代
だい

や20代の若
わか

い人でも骨
ほね

や筋
きんにく

肉など
のがん（これを「肉

にくしゅ
腫」と呼

よ
びます）にかかることがあります。

　日本では、胃
い

、大
だいちょう

腸、肺
はい

、肝
かんぞう

臓、女
じょせい

性の
乳
にゅうせん

腺・子
しきゅう

宮、男
だんせい

性の前
ぜんりつせん

立腺などの臓器にが
んができる人が多いですが、どのくらいの人
が、どんながんにかかって、どんながんで
死
し ぼ う

亡するのでしょう？これらのことを知るこ
とで、どんなことができるでしょうか？皆

みな
さ

んと一
いっしょ

緒に考えていきたいと思います。

県立がんセンター理事長
清
し
　水
みず
　秀
ひで
　昭
あき

遺伝子が突然変異
　　たばこや細菌などが影響

がん①　どんな病気？



●8●

　現
げんざい

在、日本では、およそ２人に１人ががんにかかると言われてお
り、新たにがんにかかる人の数が毎年100万人を超

こ
える時

じ だ い
代を迎

むか
えつ

つあります。
　また、がんは、1981年から日本人が亡

な
くなる原

げんいん
因の第

だい
１位

い
です。日

本人のおよそ３人に１人ががんで亡くなると言われており、2014年の
データでは、がんで亡くなった方は約

やく
36万人となっています。

　栃
と ち ぎ け ん

木県の状
じょうきょう

況を見てみると、2013年のデータでは、およそ１万３千
人が新たにがんにかかっており、男

だんせい
性では胃

い
がん（18.7％）、大

だいちょう
腸が

ん（15.9％）、肺
はい

がん（14.6％）、女
じょせい

性では乳
にゅう

がん（20.0％）、大腸がん
（16.4％)、胃がん（11.9％）の順

じゅん
に多くなっています。

　また、およそ5600人ががんで亡くなっており、男性では肺がん
（22.9％）、胃がん（17.7％）、大腸がん（12.5％）、女性では大腸がん
（15.6％）、胃がん（12.2％）、肺がん（11.2％）の順に多くなっていま
す。
　これらの状況は、全

ぜんこくへいきん
国平均とほぼ同じですが、性

せいべつ
別や臓

ぞ う き
器によっ

て、かかりやすいがん、見つかりやすいがん、治
なお

りやすいがんなどが
あることが影

えいきょう
響しています。

　10年前に「がん対
た い さ く き ほ ん ほ う

策基本法」が作られ
て、がんの医

いりょう
療や研

けんきゅう
究などが日々進

すす
められて

います。がんは、以
い ぜ ん

前は不
ふ じ

治の病
やまい

と言われて
いましたが、今は治る病

びょうき
気になってきていま

す。

がん②　現在の状況は？

下野新聞　平成28年11月29日掲載

２人に１人がかかる
　　性別や臓器により違いも

県立がんセンター理事長
清
し
　水
みず
　秀
ひで
　昭
あき
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下野新聞　平成28年12月6日掲載

　以
い ぜ ん

前に比
くら

べて、がんは治
なお

りやすくなりましたが、がんにかからない
ための努

どりょく
力は必

ひつよう
要です。その努力とは「予

よ ぼ う
防」です。

　皆
みな

さんは、風
か ぜ

邪にかからないように、遊
あそ

んだ後は手を洗
あら

い、うがい
をしますね。せきが出るときは、せきが人にかからないように、ハン
カチを口に当てたり、マスクをしたりしますね。これが予防するとい
うことです。
　では、予防のためには、どのようなことに気を付

つ
ければよいでしょ

うか？
　前々回に、たばこ、お酒

さけ
の飲

の
み過

す
ぎ、バランスの悪

わる
い食

しょくじ
事、

運
うんどうぶそく

動不足、細
さいきん

菌・ウイルスなどの影
えいきょう

響で、がんにかかることを勉
べんきょう

強し
ました。
　たばこを吸

す
う(これを「喫

きつえん
煙」と言います)と、ニコチンやタールな

ど200種
しゅるいいじょう

類以上の有
ゆうがい

害な物
ぶっしつ

質が身
か ら だ

体の中に入ってきて、いろいろなが
んの原

げんいん
因になります。また、喫煙している人のそばで、たばこの煙

けむり
を

吸う（これを「受
じゅどう

動喫煙」と言います）と、喫煙以上に悪
わる

い影響を受
う

けます。
　お酒も飲み過ぎると、肝

かんぞう
臓など多くの臓

ぞ う き
器

に負
ふ た ん

担をかけて、肝臓がんなどを起
お

こしやす
くなります。このほかにも、例

たと
えば、塩

えんぶん
分の

とり過ぎは胃
い

がん、赤肉の食
た

べ過ぎや野
や さ い

菜の
少ない食事は大

だいちょう
腸がん、運動不足による肥

ひ ま ん
満

は乳
にゅう

がんと関
かんけい

係があると言われています。
　こういったことに気を付けて毎日生活する
ことが、がんの予防につながるのです。

毎日の生活習慣が大切
　　喫煙より悪い受動喫煙

がん③　予防するには

県立がんセンター理事長
清
し
　水
みず
　秀
ひで
　昭
あき
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下野新聞　平成28年12月13日掲載

　前回、毎日の生活習
しゅうかん

慣に注
ちゅうい

意することががんの予
よ ぼ う

防につながること
を勉

べんきょう
強しましたが、どんなに生活習慣に注意しても、がんに絶

ぜったい
対かか

らない身
か ら だ

体にはなりません。
　しかし、もしがんにかかっても、早く見つけて、早く治

ちりょう
療すれば、

今はおよそ 90％治
なお

ります。また、胸
むね

やおなかを大きく切らずに済
す

む場
合も多くなります。
　がんを早く見つけるには、どうすればいいでしょう？そのために１
年か２年に１回、胃

い
、大

だいちょう
腸、肺

はい
、女

じょせい
性の乳

にゅうせん
腺や子

しきゅう
宮などの臓

ぞ う き
器にがん

ができていないかどうか検
け ん さ

査する仕
し く

組みが作られています。この仕組
みが「がん検

けんしん
診」です。

　住
す

んでいる市町や働
はたら

いている職
しょくば

場では、がんにかかりやすい年
ねんれいそう

齢層
（主

おも
に 40 歳

さいいじょう
以上、子

しきゅう
宮では 20 歳以上）の方を対

たいしょう
象に、がん検診を勧

すす

めていますが、実
じっさい

際に県
けんない

内でがん検診を受
う

けている方は、半分以
い か

下です。
　がん検診を受けない理

り ゆ う
由として「検査費

ひ よ う
用がかかる」ことを挙

あ
げる

方が多いですが、実
じつ

は、市町や職場が勧めるがん検診は、多くの場合、
無
むりょう

料か少ない費用で受けられます。
　また、「忙

いそが
しくて受ける時間がない」「自分

は健
けんこう

康でどこも痛
いた

くない」などを理由に挙げ
る方もいますが、がんは、痛みなどがないう
ちに早く見つけることが重

じゅうよう
要です。

　ですから、定
て い き て き

期的にがん検診を受けて、検
査で異

いじょう
常があった場合には、さらに詳

くわ
しい検

査をして、もしがんが見つかったら、専
せんもん

門の
病
びょういん

院で早く治療しましょう。

定期的に検診受ける
　　市町などで無料の場合も

がん④　早く見つけるには

県立がんセンター理事長
清
し
　水
みず
　秀
ひで
　昭
あき

検査室
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　がんの治
ちりょう

療は、手
しゅじゅつ

術でがん細
さいぼう

胞を取
と

り除
のぞ

く「手術療
りょうほう

法」、放
ほうしゃせん

射線を
身
か ら だ

体に当ててがん細胞をなくす「放射線療法」、抗
こう

がん剤
ざい

などの薬
くすり

を
使
つか

ってがん細胞の増
ぞ う か

加を抑
おさ

える「化
か が く

学療法」の三つの方
ほうほう

法が中心です。
　また、身体や気

き も
持ちのつらさを軽

かる
くする「緩

か ん わ
和ケア」も行われています。

　がん細胞がどの臓
ぞ う き

器にできているか、どれくらい増
ふ

えているかなど
によって、これらの方法から一番良

よ
いものを選

えら
んだり、これらの方法

を組み合わせたりして治療を進
すす

めていきます。
　県

けんない
内では、私

わたくし
のいる県

けんりつ
立がんセンターをはじめ、それぞれの地

ち い き
域の

「がん診
しんりょうれんけいきょてんびょういん

療連携拠点病院」が中心となって、がんの治療が行われてい
ます。
　がん診療連携拠点病院には「相

そうだんしえん
談支援センター」が設

せ っ ち
置されており、が

ん患
かんじゃ

者や家
か ぞ く

族の方などからいろいろな相談を受
う

けています。もしがんにか
かったら、１人で悩

なや
まずに、ぜひ相談支援センターを活用してください。

　10年前に「がん対
たいさくきほんほう

策基本法」という法
ほうりつ

律ができて、がんで亡
な

くなる
方を減

へ
らすこと、がんにかかっても安

あんしん
心して暮

く
らせることなどを目

め ざ
指

して、全
ぜんこく

国でさまざまな取
と

り組
く

みが進められています。がんは、日本
人のおよそ２人に１人がかかる病

びょうき
気です。皆

みな

さんは、今は健
けんこう

康かもしれませんが、将
しょうらい

来、
皆さんや家族、友

ともだち
達などががんにかかる

可
か の う せ い

能性もあります。今のうちから、家族や友
達と一

いっしょ
緒に、がんについて話したり、考えた

りする機
き か い

会をぜひ持
も

ってください。

手術などや緩和ケア
　　相談支援センター活用を

がん⑤　治療方法は？

下野新聞　平成28年12月20日掲載

県立がんセンター理事長
清
し
　水
みず
　秀
ひで
　昭
あき


